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大
た い

切
せ つ

なお客
き ゃ く

様
さ ま

「一
ひと

つの家
いえ

，すなわち……ちつじょの
家
いえ

，神
かみ

の家
いえ

を建
た

てなさい。」（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

88：119）

土
ど

曜
よう

日
び

の午
ご

後
ご

のことです。アモ
ンは何

なに

か楽
たの

しいことがしたい
と思

おも

いました。
「ママ」とアモンは言

い

いました。
「外

そと

で遊
あそ

んできてもいい？」
「まずは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

を片
かた

付
づ

けてね」
とママが言

い

いました。
「だけどさ，ママ」とアモンは言

い

いまし
た。「部

へ

屋
や

は後
あと

でもいいんじゃない？」
「うちに大

たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

をおむかえした
いと思

おも

っているの。だから，家
いえ

を清
せい

潔
けつ

に
して，きちんと片

かた

付
づ

けておきたいの。」
「大

たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

？」アモンは言
い

いまし
た。「うちに？」
「ええ。アモンにもおむかえのお手

て

伝
つだ

いができるのよ」とマ
マは言

い

いました。「だから，部
へ

屋
や

を片
かた

付
づ

けていらっしゃい。」
アモンはわくわくしました。お客

きゃく

様
さま

に来
き

てもらうのは大
だい

好
す

き
です。一

いっ

体
たい

だれが来
く

るんだろう。市
し

長
ちょう

かな？ 校
こう

長
ちょう

先
せん

生
せい

かな？
もしかするとビショップかもしれない！
アモンは自

じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

へ行きました。まず目
め

についたのはゆか
に落

お

ちたよごれた靴
くつ

下
した

です。アモンはそれをせんたくかごに入
い

れました。それから教
きょう

科
か

書
しょ

をつくえの上
うえ

に置
お

きました。お客
きゃく

様
さま

に，アモンは新
あたら

しいことを学
まな

ぶのが好
す

きなんだと知
し

ってもらい
たかったのです。
アモンのお姉

ねえ

さんのエンジェルが部
へ

屋
や

に入
はい

ってきました。
「何

なに

してるの？」とエンジェルが聞
き

きました。
「うちに大

たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

が来
く

るんだって」とアモンは言
い

いまし
た。「ママに，お客

きゃく

様
さま

をおむかえする手
て

伝
つだ

いをするように言
い

われ
たんだ。」
二
ふた

人
り

が顔
かお

を上
あ

げると，ドアのところにママがいました。
「おむかえのじゅんびには，ほかに何

なに

ができるかなあ」とアモ
ンは言

い

いました。「大
たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

に，かんげいされていると感
かん

じてほしいんだ。」
「何

なに

かいいアイデア
はある？」
「ぼくたち，カリブって

言
い

えるよ」とアモンが言
い

いま
す。カリブはスワヒリ語

ご

で「ようこそ
いらっしゃいました。どうぞお話

はな

しく
ださい」という意

い

味
み

です。
「お話

はなし

に耳
みみ

をかたむけることがで
きるよ」とエンジェルが言

い

いまし
た。「耳

みみ

をかたむけるのは大
だい

事
じ

で
しょ。」
「どれもいいアイデアね」とママが
言
い

いました。「ババ（パパ）が帰
かえ

って
きたら，意

い

見
けん

を聞
き

いてみましょうか。」
1時

じ

間
かん

ほどすると，ババが帰
かえ

って
きました。
アモンは待

ま

ちかまえていました。
「ママがね，うちに特

とく

別
べつ

なお客
きゃく

様
さま

をおむかえするって言
い

ってた
よ。みんなでじゅんびをしてたんだ。」
ババがニッコリしました。「いいね。こっちへおいで。す
わって話

はなし

をしよう。エンジェルも来
き

てくれるかい。」
みんなが集

あつ

まると，ババは言
い

いました。「ママ
とババはね，特

とく

別
べつ

なお客
きゃく

様
さま

について，何
なに

をした
らかんげいの気

き

持
も

ちを感
かん

じていただけるかっ
て話

はな

し合
あ

っていたんだ。まずは，そのお客
きゃく

様
さま

が
だれなのかを教

おし

えよう。お客
きゃく

様
さま

はせいれいだ
よ。せいれいは，特

とく

別
べつ

に大
たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

なんだ。」
アモンとエンジェルはおたがいに顔

かお

を見
み

合
あ

わせ
ました。アモンが予

よ

想
そう

していた人
ひと

たちとはちがう
ようです！
「それにね，せいれいは，いつでもわたしたちと一

いっ

緒
しょ

にいてく
ださるようにまねくことができるお客

きゃく

様
さま

なのよ」とママが言
い

い
ました。「エンジェルは，バプテスマを受

う

けた後
あと

，かくにんを受
う

けたわね。そして賜
たま

物
もの

をいただいたでしょう。祝
しゅく

福
ふく

の中
なか

でババ
がなんて言

い

ったか覚
おぼ

えている？」

ハピネス・バリレムワと 
リチャード・M・ロムニー

（ほんとうにあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました ）

◆『わたしに従
したが

ってきなさい』の教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

85－ 87 章
しょう

と 88 章
しょう

参
さん

照
しょう

「せいれいを受
う

けるように言
い

ったわ。」
「そうね」とママが言

い

いました。「エ
ンジェルはせいれいを受

う

けるようにま
ねかれたの。それじゃあアモン，ママは
あなたにもおむかえのお手

て

伝
つだ

いができる
のよって言

い

ったけれど，それはどういう意
い

味
み

だったと思
おも

う？」
アモンは考

かんが

えました。アモンは，お客
きゃく

様
さま

をまねくため
にカードを作

つく

ろうと思
おも

っていました。けれど，せいれいをまねく
にはどうしたらよいのでしょう。「たぶん，かんげいされている
とせいれいに感

かん

じていただけるような何
なに

かをすることが，せいれ
いをまねくことになるんじゃないかな」とアモンは言

い

いました。
「そのとおりだよ！」ババが言

い

いました。「せいれいを家
いえ

にま
ねく一

ひと

つの方
ほう

法
ほう

は，ちつじょのある家
いえ

にすることだ。」
「だからママは，ぼくたちに部

へ

屋
や

を片
かた

付
づ

けてほ
しかったの？」アモンは聞

き

きました。
「そうよ！」ママが言

い

いました。「わたし
たちとともにいてくださるようせいれいを
まねくために，ほかにはどんなことができ

るかしら？」
「おいのりができるよ」とアモンが言

い

いました。「そ
れから，聖

せい

文
ぶん

を読
よ

むとか。」
「良

よ

い音
おん

楽
がく

をきくこともできるわ」とエンジェルが言
い

い
ました。「みんなで賛

さん

美
び

歌
か

を歌
うた

うこともできる。」
「仲

なか

良
よ

くして，けんかをしないようにすることもできる」とア
モンが言

い

いました。
「そうだな」ババが言

い

いました。「イエス・キリストが教
おし

えられ
たことを行

おこな

おうと努
ど

力
りょく

するとき，わたしたちはともにいてくださ
るようせいれいをまねいているんだ。そうすればせいれいは，
わたしたちの家

か

庭
てい

が愛
あい

と平
へい

安
あん

を感
かん

じられる場
ば

所
しょ

になるよう助
たす

け
てくださるよ。」

アモンは少
すこ

しの間
あいだ

考
かんが

えまし
た。「そうだね，ババ。せい
れいはほんとうに，いちば
ん大

たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

だ！」●

このお話
はなし

を書
か

いた人
ひと

たちは，タン
ザニアのダルエスサラームとアメ
リカ合

がっ

衆
しゅう

国ユタ州
しゅう

に住
す

んでいます。

大
たい

切
せつ

なお客
きゃく

様
さま

を 
むかえるために， 

アモンは 
どのように家

か

族
ぞく

を 
手
て

伝
つだ

えるでしょうか？

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ジ
ャ
ー
マ
ン


